
地域公共交通活性化・再生総合事業（調査事業） ： 広島県広島市

・鉄軌道系 約134ｋｍ 乗車人員365千人/日
（JR可部線を含むJR在来線、広島電鉄宮島線、アストラムライン、路面電車）
・路線バス 約1,379ｋｍ 乗車人員181千人/日
※ＪＲ可部線の概要 右図参照

○地域公共交通の概要（広島市）

｢地域公共交通の活性化及び再生に関する法律｣に基づき、JR可部線の活性化に向けた地域公共交通総合連携計画策定の

ため、本市のこれからの交通政策の方向性等を示した｢新たな交通ビジョン｣等を踏まえ、広島市域における重要な地域公共交通
である可部線の利用者増加や沿線のまちづくりにつながる施策の展開の可能性、事業成立の要件等についてＪＲ可部線活性化
協議会が調査・検討を行う。

概 要

・交通分野における環境負荷の低減
・高齢化社会や地域に対応した交通環境づくり
・日常的な交通のマイカー依存の是正など
※本市の交通課題を解決する１つの施策として、可部線を活性化

○地域公共交通の課題（広島市）

・沿線現況の把握 活性化策の検討に要する基礎資料の収集・把握
・活性化策の検討 利用者増やまちづくりにつながる活性化策の検討
・事業評価 収支見込みの算出及び費用便益分析

○調査事業の主な内容（JR可部線活性化協議会）

・公共交通サービスの向上や乗り継ぎ利便性の向上など、可部線の利用者増加
や地域のまちづくりにつながるハード・ソフト両面の活性化策

○策定する地域公共交通総合連携計画の構想 （予定）

ＪＲ可部線の概要

■延長：約14km（広島市中心部

と市北部地域を12駅で連絡）

■利用者数：通勤、通学を中心と
して1日当たり約2万4千人

可部駅
・可部駅西口広場
が整備 (平成19年
度完成)され、ター

ミナル機能が強化
・当駅以北は平成
15年11月に廃止

河戸地区付近
・区役所、警察署などの官公庁施
設や、国道54号バイパスの開通
により多くの商業施設が立地
・可部駅から河戸地区付近まで
の電化延伸を求めて、地域住民
がまちづくり活動を積極的に展開
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